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平成２８年度 医学部医学科 推薦入試について（予告） 
 
横浜市立大学医学部医学科では、横浜市立高等学校およびその他神奈川県内の実績のある高等

学校（中等教育学校を含む。以下同じ）の現役生を対象とした「推薦入試」を、平成２８年度よ

り新たに導入します。 
この推薦入試では、以下の「求める学生像」にふさわしい資質や能力を備えた者を、書類審査、

面接およびセンター試験の成績により選抜します。 
なお、内容については現時点での概要であり、今後も一部変更となる可能性もあります。出願

に当たっては、平成２７年７月頃に公表する募集要項を参照してください。 

 
１．募集人員  ５名（地域医療枠） 

 
＜地域医療枠について＞ 
医学部医学科の入学定員 90 名は、一般枠 60 名、地域医療枠 25 名、神奈川県指定診療科

枠 5 名からなり、推薦入試の募集人員は地域医療枠の中に含まれます。 
地域医療枠の入学者は、入学後６年間の医学科教育カリキュラム（一般枠・神奈川県指定

診療科枠と共通）を履修し、卒業後は２年間の初期研修を受けます。その後、３年間の専門

医研修を経て、将来、神奈川県の医学・医療の指導的・中核的役割を担えるよう４年間の地

域医療実践コースによる一貫した教育プログラムを受けます。 

 
２．求める学生像 

人間性豊かで、基礎・臨床・社会医学への熱意やリサーチマインドを持ち、医療や研究に

従事する者として、生涯にわたる向上心を備え、神奈川県の医学・医療の発展に貢献すると

ともに、グローバルな視野からリーダーシップを発揮する意欲のある者 

 
３．出願資格・要件 

次に掲げる基準をいずれも満たす者で、学校長が推薦する者（１校１名に限る） 
(1) 横浜市立高等学校及びその他神奈川県内で本学医学部医学科の合格実績（平成２１

年度入試以降）のある高等学校を、平成２８年３月卒業見込みの者 
(2) 本学への入学を強く希望し、合格した場合は入学することが確約できる者 
(3) 全体の評定平均値が 4.3 以上で、学習成績概評がマルＡの者。 
(4) 数学Ⅲ、および「物理基礎・物理」「化学基礎・化学」「生物基礎・生物」のうち２

つの科目群を修得した者または修得見込みの者 
(5) TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC for STUDENTS600、英検 2 級 

または IELTS4.5（アカデミック・モジュール各パート 4.0 以上）のいずれかのスコ

ア・級を有し、公式な証明書を提出できる者 

 
４．募集日程 

出願期間 平成２７年１１月上旬 
第１次選考合格発表 平成２７年１１月下旬 

面接審査 平成２７年１２月上旬（土曜日に実施予定） 
第２次選考合格発表 平成２７年１２月下旬 

センター試験 平成２８年 １月下旬 
第３次選考合格発表 平成２８年 ２月上旬 
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５．選考方法 

 備 考 

第１次選考 
出願者数が概ね３０名を超えた場合のみ、出願書類（高等学校の成績、英語

資格の水準、志願理由書の内容等）による、第１次選考を行います。 

第２次選考 
面接審査により第３次選考に進む者を決定します。 
＊MMI（Multiple Mini Interview）の手法を取り入れ、多面的に資質を評価

します。 

第３次選考 

第２次選考の合格者の中から、下記に定める大学入試センター試験の成績に

より最終合格者を決定します。 

教科 科目《５教科７科目》 配点 摘要 

国語 『国語』（古文・漢文含む）（必須） 200 

地歴・公民で

２科目を受

験した場合

は、第１解答

科目の成績

を採用しま

す。 

地歴 

公民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」 

「現代社会」「倫理」「政治・経済」 

『倫理，政治・経済』から１科目 

100 

数学 
『数学Ⅰ・数学Ａ』 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』の２科目（必須）
200 

理科 
「物理」「化学」「生物」 

から２科目 
200 

外国語 『英語』（リスニングを含む）（必須） 300 

合計点 1000  
 

＊MMI（Multiple Mini Interview） 

 １回の面接ではなく、受験者が評価項目別の面接室を巡り、各々独立した短めの面接を複数回行って多

面的に評価する面接手法。この推薦入試では、各受験者に対して５つ程度の面接室を設ける予定です。 
 
６．留意事項 

(1) この推薦入試を含め、国公立大学・学部の推薦入試（センター試験を課す場合・課

さない場合を含めて）へ出願することができるのは１つの大学に限られます。 
(2) この推薦入試に出願した者は、推薦入試で不合格となった場合に備えて、別途国公

立大学・学部の一般選抜（入試）に出願することができます。なお、その場合は、

本学を含めた「前期日程」から１つ、「後期日程」から１つ、「公立大学中期日程」

から１つの合計３つまでの大学・学部に出願することができます。 

 
７．対象となる高等学校（平成 27 年度入試の結果により増える可能性があります） 

【横浜市立校】 南 桜丘 金沢 戸塚 東 横浜商業 みなと総合 横浜総合 横浜ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ 

【神奈川県立校】 横浜翠嵐 横浜緑ケ丘 光陵 希望ケ丘 市ケ尾 柏陽 多摩 平塚江南 湘南 

小田原 上溝南 神奈川総合  

【私立校】 フェリス女学院 横浜雙葉 横浜共立学園 聖光学院 浅野 神奈川学園 慶應義塾 

桐蔭学園 山手学院 サレジオ学院 洗足学園 法政大学第二 栄光学園 鎌倉学園 鎌倉女学院 

湘南白百合学園 日本大学藤沢 逗子開成 神奈川大学附属 桐光学園 森村学園高等部 

慶應義塾湘南藤沢高等部 公文国際学園高等部 桐蔭学園中等教育学校 

 


